
 

学校は失敗するところ，授業は間違うところ  

教頭  菅原  香代   

 知人から紹介された本があります。「失敗図鑑  すごい人ほどダメだった！」（大

野正人著・文響社）です。「引きこもりだった，夏目漱石」「不良少年だった，

ベーブ・ルース」「『のろま』と呼ばれた，アインシュタイン」などなど，えっ？

と疑いたくなる話ばかりです。  

 エジソンがこう語りかけます。  

  今は，失敗したら容赦なくたたかれる，不寛容の世の中でもあります。授業で

は，「間違ったことを言ったら笑われる」「答えを間違ったら馬鹿にされる」と

びくびくしている子どもが大半ではないでしょうか。  

 学校は，失敗を思う存分経験できる場であるべきです。そのためには，学校は

失敗から学ぶことを奨励し，失敗を支えることができなければなりません。子ど

もたちの様々な失敗や間違いを容認し，やり直しをサポートしなければなりませ

ん。子どもたちがそんなふうに思うのは，私たちに責任があります。  

 ある４年生の算数のノートに，次のような「振り返り」の記述がありました。

「ひっ算で，ぼく（の考え）はほかの人とちがったから，どっちが正しいか話し

合って，ぼくがまちがってたことがわかりました。でも，ぼく（の考え）と比べ

て話し合ったから，ひっ算のしかたが，前よりわかったと，

みんなが言ったのでよかったです。」  

 このように，間違った答えを馬鹿にされず，自分にとって

も周囲にとっても間違いが生かされていく，そんな授業にし

ていきます。そして，「先生がわたし（ぼく）を守ってくれ

る」「この学級ではわたし（ぼく）は否定されないんだ」と

いう安心感を全員の子どもにもたせて，失敗や間違いから多

くを学び取る学校にしていきます。  
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わしは失敗するたびに「うまくいかない方法」を発明しているのじゃ。たとえ，

1000 回失敗しても，それは「1000 回うまくいかない方法を発明した」だけのことじ

ゃ。1000 の失敗なしに１の大成功を作ることはできんのじゃ。失敗してくよくよする

人もおるが，それは，失敗になれていないだけじゃ。わしは言いたい。みんなもっと

失敗しなさい。 



 

 

 

 

 

 

 コロナ禍であってもできることを全力でやろうと誓い，子どもたちと一緒につくり上げた運動会でし

た。全校表現の動きは，６年生が一生懸命試行錯誤をし，低学年の子どもでも動ける振り付けを考えまし

た。体育の時間を使い，走り方を学んだり，バトンのつなぎ方をチームで工夫したりしていました。互いの

頑張りを認めたり，協力して動いたりする素敵な姿をたくさん見ることができました。 

 

やれることを一生懸命やろう！ 
みんな全力運動会 

 



 

 

 

１年１組 小林 希鳳 

わたしは，「れっつだんす！ちぇっこりたまいれ」が，たのしかったです。かごにたまがはいるように，

かごをめざしてなげました。わたしのなげたたまが２こはいって，とてもうれしかったです。あかぐみが

かったので，さいこうにうれしかったです。 

２年２組 中村 七聖 

うんどうかいで玉入れをしました。1 年生と玉入れをして赤が勝ちました。おうえんだんの人たちに、 

いっぱいおうえんしてもらいました。白は負けちゃったけど、私は１０こぐらい入れたのでよかったです。 

３年１組 小田邉 絢乃 

 わたしは、ゆうこさんと「大玉ころがし」をしました。二周も走りました。大きな玉でびっくりしまし

た。家に帰ったら、ママに「いっぱい走ったね」とほめられました。すごく、うれしかったです。来年も

がんばりたいです。 

４年２組 小林 ひより  

 運動会で楽しかったことは,全校表現です。表現係として,たくさん練習しました。その成果をしっかり

と発揮できてよかったです。がんばったことは,競技です。とくに,大玉転がしでは,ペアの人と息を合わせ

ることに注意しました。前の人から受け取るときに,かまえて待っていることや次の人に渡す時は,相手が

受け取りやすいようにパスすることに気をつけました。それを赤組のみんなで協力したことで,勝つこと

ができました。とても思い出に残る運動会になりました。 

５年１組 髙橋 陸  

 運動会の時は、今年は応援団だけが声を出すので全力で声を出しました。他学年が競技をしている時

も全力を尽くしたので悔いのない運動会になってよかったです。結果は赤組が勝って、今まで練習して

良かったと思いました。来年も応援団になりたいです。 

赤組応援団長 ６年１組 野村 真向  

白組応援団長 ６年１組 若月 蒼 

 最初に応援団が集まったときは，みんなをまとめることが大変でした。思ったよりも応援練習のタイ

ムが縮められず，上手くいかない時もありました。白組の仲間たちと練習を頑張ってよりよいタイムが

出せるようになった状態で本番に臨みました。しかし，応援優勝も総合優勝も残念ながらとれませんで

した。それでもぼくたちは出せる力を全て出し切ったので，悔しい気持ちよりも，やりきった達成感の

方が大きかったです。色々と大変なこともあったけれど，とても楽しかったです。今となって，思い返

せば本当に応援団長をしてよかったと思っています。来年や再来年に応援団長をやりたいけど，勇気が

出ない人は勇気を出して応援団長をやってみてください。絶対に後悔はしません！ 

 

 赤組応援団長になってよかったなと思うことが３つあります。１つ目は赤組のみんなで協力し，優勝

をとれたことです。そして２つ目は，下学年の人に声を掛けてもらえることが増えたことです。運動会

終了後に，副団長と歩いていると「赤組の２人だ」とよく言われます。それがとても嬉しいです。そし

て３つ目が応援団長として頑張りぬいたことです。応援団長になってとても楽しかったですが，昨年経

験した応援団とは，違った視点で悩んだこともありました。さらに閉会式での結果発表をされた時はド

キドキと緊張していた気持ちが一気に吹き飛ばされて「やりきった」という今まで味わったことのない

達成感でいっぱいでした。 

 最後に赤組のみなさん，支えてくれた先生方，本当にありがとうございました。 

心に残った運動会 



 

 

 

                                       安全教育担当 

北区役所区民生活課・北区警察署・交通安全指導員 

1年歩行指導⁑信号機のある横断歩道の仕方 
 

 5 月 17 日（火）1 年生の横断歩道の歩き方、4 年生の自転車の乗り方の学習が、北区役所区民

生活課の主催により、北警察署交通課荒川係長、交通安全指導員の皆様からのご指導をいただ

き開催されました。今回の交通安全教室は、自転車の台数がそろわず急遽体育館での開催とな

りましたが、屋内では指導が子供たちに徹底しやすい面もあり、子どもたちも真剣にご指導に

耳を傾け学習することができました。充実した交通安全教室を開催することができました。 

 1 年生の歩行指導では、多くの交通安全指導員の皆様から懇切丁寧に安全な横断歩道の渡り

方を教えていただきました。子どもたちもよくお話を聞いて正しい歩行のしかたを学ぶことが

できました。有意義な交通安全指導の時間となりました。 

 
1年生の様子 

 
4年生の様子 

 


